
　現在日本中に増えている「子ども食堂」。2012年
に東京都大田区で誕生したとされ、2018年から急増。
現在(2025年時点)では全国で約12600箇所まで増加
し、これは公立小学校・義務教育機関の数約18500
校の７割に近づいている［1］。我々のキャンパス
が位置する大阪府茨木市には35箇所のこども食堂が
存在する。
　この調査は子ども食堂をメインとして始まったが、
取材を行う中でもう一つの活動についても知ることと
なった。

「フリースクール」である。現在（2025時点）、小
中校における不登校児童は約35万人に上り［2］、
合わせてフリースクールも急増している。
　子ども食堂は貧困、フリースクールといえば不登
校児童と言ったようにネガティブな印象を持たれが
ちであるが、今回の取材を通し、ポジティブな側面
が多く見られた。同時に二つの活動に共通する理念
や課題も我々は知ることとなった。本記事を通して、
現代社会における子ども食堂やフリースクールとい
った活動に共通する役割について考えていきたい。

［1］認定NPO法人全国こども食堂支援センターむすびえ「2025年度こども食堂全国箇所数調査」2025年12月11日 https://musubie.org/news/press/28676
［2］文部科学省「令和6年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導の諸問題に関する調査」2026年1月16日 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/seitoshidou/1302902.htm

　今回は茨木市内の二箇所で取材を行った。一箇所目は
「フリースクールなっちゃんとこ」。NPO法人はぐくみ
を母体とし、小学生・中学生向けにフリースクールと子
ども食堂を運営している。お話いただいたのは代表の三
宅夏季さん。三宅さん自身も小学校での息苦しさを経
験、お子さんが小学校に悩んだことをきっかけに、

先述のNPO法人へ相談を重ね、居場所づくりを目指し
て活動を開始した。「なっちゃんとこ」という名前に
は友達の家に行くように気軽に行ける場所にしたいと
いう思いが込められている（自分の名前を付けるとみ
んなの場所という感覚が薄れるため、今後改名するか
もしれないとのこと）。

　二箇所目は「茨木子ども食堂」。NPO法人茨木子ども
食堂が七箇所で運営する子ども食堂であり、今回は春日
丘公民館で行われた子ども食堂でインタビューを行っ
た。お話を伺ったのは市議会議員であり、春日丘公民館
での子ども食堂の代表を務める福丸孝之さん。

昭和の頃には当たり前に存在していた地域コミュニ
ティが薄れていることを実感し、その同時期にNPO茨
木子ども食堂が設立されたため、そこを起点に居場所
作りを目指し、春日丘公民館での活動が開始された。

　まず二つの活動に共通して見られるのが、居場所作
りという理念である。福丸さん曰く、近所の人の家で
ご飯を食べる、夕飯の材料を借りる、地域の小学生に
自然とリーダーができみんなをまとめたりなど、今ま
であった地域コミュニティが失われつつあるという。
国土交通省のアンケートによると地域の人々との付き
合いが疎遠な理由として、昼間に地域にいないことや
きっかけとなる子どもの減少、住人の頻繁な入れ替わ
りが多く挙げられている[3]。高度経済成長によりサ
ラリーマンが急増し、反面農業や漁業などの第一次産
業や個人商店などが激減した。生活の場と働く場が分
かれてしまったのである。異動や転勤によっては住む
地域自体も変わってしまう。結果として交流する機会
がなく、誰が住んでいるかすらもわからなくなってし
まっている。そこに少子化が加わる。筆者自身も小学
校の頃、所謂「ママ友」と言われる親同士の関係は子
どもの友人関係が前提となっていたことを思い出す。
学校を卒業し疎遠になれば、親同士の話も聞かなくな
った。
　一方三宅さんは、子どもたちがフリースクールにく
る理由として自信が持てないことや学校の「みんな一
緒に」の感覚が合わないことが挙げられた。以前はそ
ういった理由があっても怠けや親の躾不足といったよ
うに非難されることが多かった。それが現代では
2016年に教育機会確保法ができ、学校への復帰を絶
対とせず子どもに合った多様な場を認める方針に変わ
ってきたという。それにより子どもたちも「学校がし
んどい」と言いやすくなっているのかもしれない。学
校が合わない子どもたちが増えたというより、潜在し
ていたその問題が新たな居場所の出現とともに可視化
されているのである。このように社会の変化に伴いコ
ミュニティのあり方も変化し、子どもたちは新たな居
場所を求めている。
　訪問して最初に強く感じたのは、そのポジティブな
空気である。参加者は小学校高学年の子どもたちが

ほとんど。なっちゃんとこはフリースクールであるた
め学校生活に不安のある子どもたちが集まる一方、茨
木子ども食堂では必ずしも困窮しているご家庭が参加
されるわけではない。コミュニティの居場所づくりの
拠点として多くの人々がそれぞれの場所で特色ある時
間を過ごしている。なっちゃんとこでは日によりゲー
ムフリーday(テレビゲームやボードゲームなど)、あ
なろぐday(ゲーム機を持ち込まない)、マイクラday、
マイクラオンラインday、スポーツdayの５つの活動
に分かれている。最初はゲームの日の参加者が多かっ
たが、子どもたちの仲が深まるにつれそれぞれの活動
日でも一緒に参加する子どもが増えたという。取材に
伺った日はゲームの日であったが、みんなで仲良く画
面に向かっており、ゲーム機を持ってきて「やってみ」
と誘ってくれたり、またある子どもは、座布団で顔を
隠しながらでも頑張って話そうとしてくれた。学校の
ように多くの人と関わらなければいけない場で交流す
る難しさは、筆者自身も感じていた。自由な活動の中
で自分のペースで交流できるという環境が、子どもた
ちに活力を与え、自然な関係の構築を促しているのだ
と強く感じた。また春日丘公民館では子ども食堂と並
行して、ボランティアの方々によって昔遊びの体験が
行われている。昔遊びボランティアと高校生の方々に
よって運営され公民館2階の部屋を使用し、子どもた
ちに食事だけでなく遊びと交流も提供している。イン
タビュー当日はボランティアの方々が不在であり、子
どもたちからはそのことを残念がっていた。子どもた
ちは食事だけでなく、交流の場を求めて子ども食堂に
集まっていることが分かる。取材班のうち保護者の方
々や子どもたちにお話を伺っていた二人は、インタビ
ュー後に遊びに誘われるほど打ち解けていた。私たち
取材班にもインタビュー後、遊びに誘ってくれるほど
打ち解けてくれた。居場所づくりの活動を通して、実
際に子どもたちが自発的に人と関わる力を身につけて
いるのだと強く感じた。

[3]国土交通省「都市部、地方部における地域コミュニティの衰退」https://www.mlit.go.jp/hakusyo/mlit/h17/hakusho/h18/html/H1022100.html

スタッフ不足は双方大きな課題である。「なっちゃ
んとこ」ではあるスタッフさんが別のフリースクール
を運営しているという場合もある。また春日丘公民館
では、高校生や昔遊びのボランティアの方々が参加さ
れているが、不在の場合はできない活動もでてくる。
何より活動時間や調理・準備時間となる昼間に入れる
ボランティアが高校生や大学生に少ないという点が障
壁となっている。また以前まであったボランティア活
動がコロナ禍で途切れたことも理由の一つだという。
スタッフが少ないと参加者増加に対応できず、参加を
断ってしまう場合や上述の通り複数のフリースクール
で活動するということにもなり、運営者・参加者双方
にとって大きな負担の一つとなってくる。現在「なっ
ちゃんとこ」では大学生のボランティアが多いらしく、
茨木子ども食堂でも別地区ではあるが10人ほどがゼミ
から参加しているという。社会経験や子ども食堂・フ
リースクールを知ることにつながるため、「いつでも
ウェルカム」との明るい言葉もいただいた。
　寄付の状況はどうだろう。活動は主に寄付によって
成り立っている。まず共通しているのは、茨木市から
の2000円の報奨金である。一回の活動ごとに支給され
ているが、人数によっては全員分の材料費を賄うには
厳しい金額である。その上で「なっちゃんとこ」では
社会奉仕団体などからの寄付があり、そこに

参加費を合わせてなんとか賄えている状況とのこと。
一方春日丘公民館では、農協の協力によって傷んだ野
菜を寄付してもらっているという。なんとか賄えてい
るとはいえ限界に近く、これ以上の規模の拡大は困難
な状況にある。スタッフ・資金の不足は特に大きな課
題であり支援活動の幅を限定し、実際に本来助けられ
るはずの人々が救われない状況が起きている。
　最後は広報についてである。主にホームページと
SNSによって行われている。「なっちゃんとこ」では、
親御さんが調べて発見することが多く、茨木子ども食
堂では当初学校やPTAでの紹介などを行な っており、
現在では利用者の口コミにより広がっている。しかし
同時に人が増えたことによりスタッフ不足・資金不足に
よる活動規模の限界もあり活発な広報は行われていない
という。「なっちゃんとこ」はこれまで茨木市のホーム
ページに記載されていなかったが、地域と民間施設の連
携強化として子ども食堂一覧に追加されることとなっ
た。これによる利用者増加には、負担が増えると悩み
の声も上がった。SNSによりこうした活動を知ることが
できるようになったのは重要なポイントであるが、同
時に参加規模が拡大し本当に必要とする人に届かない
状況も発生してくる。ボランティアという限られた規
模の中で支援を届けることの難しさを知った。

　それぞれの活動に繋がりはあるのだろうか。尋ねて
みると「いばみんラボ」という活動があるという。
「いばみんラボ」は大阪府茨木市の文化・子育て複合
施設である「おにクル」で開催される、人との繋がり
や居場所づくりを目的としたイベントであり、そこに
参加する団体としての交流がある。他にもなっちゃん
とこのスタッフが運営する別のフリースクールとの

互いのつながりや、茨木子ども食堂のNPOとしての
つながりもあるが、小さい範囲での繋がりが多く、企
業などを含め他団体との交流は薄いという。なっちゃ
んとこでは以前「北摂フリーわいわい」という団体と
合同活動が行われた。団体同士の繋がりが増えれば、
その分子どもたちにとっての居場所作りの幅に直結し
ていくと考えられる。

　保護者の方々にもお話を伺ったところ、「お米の値
段が怖い」など物価高騰への不安が高まる中で、家計
の助けになると喜びの声が見られた。一方「なっちゃ
んとこ」では、理由があって学校に行けない子どもた
ちはフリースクールに通うことで本来払わなくてもい
い費用を払わなければいけないという話もあった。学
校以外で活動すれば、教材費や給食費にプラスの参加
費を負担しなければいけなくなる。そういった二重の
負担が家計を圧迫、ひいては居場所の選択肢を

狭めてしまうことにつながっているということである。
一方でフリースクールや子ども食堂が増えていることに
関して、学校以外に適した場所を選びやすくなるとの意
見もあった。現在でも学校は義務教育機関であり、主た
る学びの場である。その上でフリースクールのように新
たな環境が認められ増えていくのか、学校が多様化して
いくのか。変化する社会に合わせて柔軟なゴールを考え
ていかなければならない。

　2025年に日本初の子ども食堂である「気まぐれ八百
屋だんだん」の運営者である近藤博子氏が子ども食堂
の看板を下ろした［4］。そのニュースも踏まえ、フ
リースクールや子ども食堂の増加に関して意見を伺っ
た。三宅さんいわく子ども食堂が増えていきそれを応
援していくことは、「問題を先延ばししているだけ
ちゃうかな」との意見。と同時に政府にはご家庭への
経済的支援を増やしてほしいとおっしゃった。物価高
騰も激しい中で、家庭が生活費とフリースクールの費
用を二重で負担することによる経済的不利が、子ども
の学びの場を奪うことにつながっている。無償化を考
える上では学校に行く人だけでなく、学校に行けてい
ない子どもたちへの保証も忘れないことを考えてほし
いとおっしゃった。一方「茨木子ども食堂」の福丸さ
んからは、「貧困を解決するために子ども食堂をする
というのは一番嫌なロジック」との意見が上がった。
時代に伴う社会の変化と共に、社会問題は否応なしに
現れてくるのであり、それをマ　　　　　　　　　　　　　 イナスとして解決しゼ
ロに戻そうとするのではない。むしろその社会に合わ
せた新たな環境を作ることで、新たなプラスを作るこ
とを目指したいということである。その点では子ども
食堂のような施設は、新たに人が集まりコミュニティ
が形成される場として必要であ　　　　　　　　　　　　　　るということである。
行政からの支援の方向としては、公営にするのではな
くあくまで民営をメインとしそれを行政がサポートす
る形が良いとおっしゃった。公営により民営にあった
温かさが失われ、味気なくなってしまうことへの

危惧。また税金で運営されることにより、国民からの
要求や批判が白熱してしまう可能性もある。地域から
起こってくる問題を、ボトムアップ的に行政がバック
アップしていく形が重要であるということだ。ネガテ
ィブな面として、活動が拡大することで企業が、イメ
ージアップを目的として社会貢献事業に参加してくる
可能性も示した。
　子ども食堂やフリースクールが増えることに対し、問
題解決にはつながっていないという意見もある一方、今
の社会に合わせた新たな居場所として重要であるという
意見もある。「いろいろな人が色々な思いを持ってい
て、その思いの数だけ場所ができていく」と福丸さんが
述べるようにこのような場所は子どもやその家庭だけで
なく、運営するスタッフたちにも居場所になってくれ
る。それぞれの活動は運営する人々にとっても繋がりを
生む場所であり、活動場所が増えるということは家庭に
とってもスタッフにとっても、それぞれのニーズに合っ
た居場所の選択肢が増えるということなのである。そし
てフリースクールや子ども食堂増加に対するこのポジ
ティブな意見は、保護者の方々に伺った意見とも一致す
る。「学校がスタイルを変えていくのか、そういう環境
が増えていくのかゴールはわからない」と三宅さんが
おっしゃるように、子ども食堂やフリースクールが増え
ていくことが正しいのかは難しい問題ではあるが、社会
問題としてだけ考えるのではなく、変化する社会の中で
子どもや家庭に新たな居場所を提供する存在として考え
る視点も重要である。

［4］朝日新聞デジタル「『こども食堂』の名はもう使わない　名付け親が感じてきた疑問と怒り」2025年9月13日 https://
digital.asahi.com/sp/articles/AST991TB5T99UPQJ001M.html?ptoken=01KQHMD1XT57DHFDEJ683ZGTW0

　印象に残ったエピソードについても伺ったのでここ
で紹介する。まず「なっちゃんとこ」では、ある日外
部からたくさんの学習ドリルの提供を受けたことがあ
ったという。それで子どもたちが勉強するかもとの思
いからみんなに運び込んでもらっていると当時 6 年
生のある男の子から「そんなんやりにきてんちゃうね
ん！」と声が上がった。これに三宅さんは衝撃を受け
た。フリースクールに来る子どもたちは勉強にアレル
ギーを持っていることが多い。そしてそれはやりたく
ないという単純な感情ではない。学校への不安の原因
の一つである、「やろうとしたけどできない」「なぜ
みんなのようにできない」に嫌でも目を向けさせるか
らである。学習ドリルはその子どもたちの心情に拒絶
反応を出させてしまったという。「できる」を伸ばす
だけでなく「できない」と向き合う恐怖に縛られない
ことも、学びの中で重要である。縛られないことで

克服する余裕も出来るかもしれない。安心できる居場
所だけでなく、安心できる学び方についても考えてい
かなければならない。また春日丘公民館での活動を通
じては、街で会ったとき、子どもたちに「次の子ども
食堂いつ？」や「次のメニューなに？」と聞かれるよ
うになったと福丸さん。春日丘での活動には、時々新
しい参加者がいるものの、多くは常連の方だという。
子ども食堂を起点に町での交流が生まれていること
は、居場所づくりや新たなコミュニティ形成という理
念を示すエピソードだと感じる。今後こうした活動が
縮小すれば、今ある繋がりや今後できる交流の可能性
をたってしまうかもしれない。前述したスタッフ・資
金不足による活動の限界もそれにつながり得るため、
今の形を保った上での行政のバックアップが求められ
ている。

　最後に今後の活動について伺ったが、ここでも前述
した課題が強く絡む。「なっちゃんとこ」の三宅さん
が挙げたのは大きく二つ、一つは利用料を上げない、
もう一つはよりのびのび活動できる場所の確保だとい
う。今借りている活動場所を使う理由として、受付の
方などとも交流が生まれること、そして物件を持つこ
とによる光熱費などの費用増加がある。後者は利用料
上昇につながり、運営・参加者両方に大きな負担とな
る。同時に水遊びや運動など特定の活動が行いにくい
面もある。廃校などより大きく活動に適した環境を探
しているとのこと。しかし活動が増えるとそれをサポー
トするスタッフも必須である。取材当日のスタッフは
二名であり、多い日は16人ほどの子どもたちを見る
ことになる。そのため子どもたちから、「聞いて」
「見て」と話しかけられることが多いという。子ども
たちによってやりたい活動があると、その分スタッフ
も必要なのである。一方子ども食堂を運営する福丸さ
んは、今ある昔遊び体験の活動に加え、宿題サポート
をはじめとする子どもたちの学習面についても、力を
入れていきたいと述べた。こうした子ども食堂での

活動の多様化も、子ども食堂がただ貧困解決を目的と
した施設でないことを強く表している。また「週一と
かにできたらいいんでしょうけどね」との声も。ここ
でも二つの課題が共通して現れている。福丸さんの言
葉にも活動するにもスタッフや資金が足りずできない
状況が感じられる。特にボランティアに関しては高校
生・大学生が中心となっているが、その多くは活動の
要である昼間の活動に参加できないのである。このミ
スマッチを考えると、学校での活動時間を使った高校
単位やゼミ単位でのボランティアは、これを解消する
上で非常に理にかなっていると感じた。例として茨木
市内の早稲田大阪高等学校には校内に「ボランティア
センター」が設けられており、生徒たちにより継続的
に活動が行われている。学校活動の一部としてまとま
った人数が参加できることは、人員不足の解消につな
がるだけでなく、生徒が支援活動の実態や地域課題に
ついて理解を深める機会にもなる。そのため、運営側
と参加する生徒の双方にとって有意義な活動である。
こうした活動が増えていくことも、あるいは社会の変
化に合わせた新しい環境の一つになるかもしれない。

　今回の取材を通じて、当初の予想とは違うポジティ
ブな雰囲気を強く感じた。それはそれぞれの活動が、
子ども達にとって大切な環境であるからだろう。同時
に子どもたちが自ら私たちのところに話しに来る姿を
見て、一方的にネガティブな印象を抱き、離れたとこ
ろから活動を見ていた自分たちもまた、問題を深刻化
させる原因になり得るのではないかと気付いた。自分
たちとどこか違うという偏見が視野を狭め、子どもた
ちを孤立させてしまうのである。ボランティアに参加
できる人が増え、皆が実情を知れば、印象から少しず
つでも変わることがあるかもしれない。

　実際に運営する方々の声を聞いてみて、最終的に何
が理想のゴールとなるのかは見えないということがわ
かった。それほどに社会は変化し続けているというこ
とだろう。フリースクールや子ども食堂はそうした変
化の最前線にあると言える。一つの理想的なゴールを
定めるのではなくこうした活動を学校や企業、行政や
地域住民が一体として支え、状況に合わせて柔軟に活
動・支援形態を変える。それが今後も現れるであろう
変化や問題に対して私たちが持つべき姿勢かもしれな
い。
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